[bookmark: _Hlk126573611]別記様式第１号（交付等要綱　第７関係）　別添１
事業実施計画書
Ⅰ．事業実施主体の概要
	事業名
	香川県ＧＦＰ大規模輸出産地生産基盤強化プロジェクト

	事業実施主体名及び連絡先
	団体名：


	
	団体代表者　氏名：

	
	（以下、事業担当者の氏名等）

	
	氏名（ふりがな）：

	
	所属（部署名等）：

	
	役職：

	
	所在地：

	
	電話番号
	
	ＦＡＸ
	

	
	E-mail：
URL：

	個人情報の取扱い
	同意します
	□
	本事業の実施に当たり、輸出促進法の第13条に則り、事業者名、所在地、事業規模等について、事業実施主体の規模及び性質、採択の有無等に関わらず、株式会社日本政策金融公庫に提供することに同意します。
※同意いただけなかった場合でも、事業の採択等に影響はございません。
※輸出促進法　第13条
　国、都道府県等、株式会社日本政策金融公庫その他の関係者は、農林水産物及び食品の輸出の促進の総合的かつ一体的な推進を図るため、相互に連携を図りながら協力するよう努めなければならない。

	
	同意しません
	□
	

	事業実施主体の概要
（１）事業実施主体の名称

（２）主たる事務所の所在地

（３）代表者の役職名及び氏名

（４）設立目的

（５）設立年月日及び事業年度

（６）主たる業務の内容

※団体ホームページのURLを記載してください。
※上記ホームページに、以下の情報が記載されている場合は☑をお願いします。
　　　□業務（事業）内容
　　　□財務状況

	１．事業概要　※小麦生産現場での新品種導入に係る取組を実施する場合は、【事業の背景及びこれまでの取組】及び【事業計画概要】のみを記載する。


	【本事業で取り扱う輸出品目（これから商品開発や輸出を目指すものを含む）】
※輸出を目指す「さぬきの夢」うどんの品目を、以下から全て記載してください。
　乾麺、半生麺、生麺、冷凍麺、RTE冷凍麺、ロングライフ麺、その他（　　　）

【輸出対象国名】
品目〇〇：○○国
※上で選択した品目別にターゲットとする輸出対象国名を記載してください。

【輸出実績の有無】
[bookmark: _GoBack]※うどんの輸出実績（「さぬきの夢」うどんに限らない）について記載してください。
	うどんの品目
	令和４年度実績（ｋｇ）
	令和４年度実績（円）
	主な輸出先国と商流

	（例）乾麺
	
	
	

	
	
	
	



【事業の背景及びこれまでの取組】
※これまでの取組及び事業実施の背景について記載してください。

【事業計画概要】
生産・流通体系の転換を通じた大規模輸出産地のモデル構築
ア　生産体系の転換
　実施地域：品目〇〇　〇〇市、〇〇町・・・
※取組の概要を簡潔に記載してください。

イ　流通体系の転換
　実施地域：品目〇〇　〇〇市、〇〇町・・・
※取組の概要を簡潔に記載してください。


	２.実施方法

	
生産・流通体系の転換を通じた大規模輸出産地のモデル構築
ア　生産体系の転換

イ　流通体系の転換

※実施期間、方法、手順、スケジュールなど具体的に記載してください。
（記載例）
・イベント、試験販売等の日時、会場、参加予定人数・属性、ターゲットについて、イベン
トのプログラム等の具体的な実施内容。
・展示会・商談会の概要、日時、会場、参加予定人数・属性、商談件数等具体的な内容
・輸出用パッケージの作成（言語、ターゲット等を含む具体的な内容）
・海外ECサイトの出店（サイトの概要等と具体的な内容）
・Webサイト作成・SNS発信（発信言語、ターゲット、アクセス目標等を含む）
　

	３.実施スケジュール
  （主な内容が分かるよう事業内容毎、月別スケジュールにて記載してください。）

	（記入例）※期間は原則として令和６年７月から令和７年２月20日までとなります。
	
	〇年
〇月
	・・・
	〇年
〇月
	・・・
	〇年
〇月

	１　生産・流通体系の転換を通じた大規模輸出産地のモデル構築
ア　生産体系の転換
	
	
	〇〇を実施

	
	
〇〇を実施


	イ　流通体系の転換
	
	
	


	〇〇を実施

	





	４.事業の成果目標（達成すべき成果）、波及効果
※小麦生産現場での新品種導入に係る取組については、新品種の作付面積の目標を
記載することとし、別記様式第１号別添３の提出は不要。

	（１）成果目標
事業実施主体の目標年度は、本事業実施年度の１年後とし、成果目標は目標年度における「さぬきの夢」うどんの
１）輸出額
２）輸出増加割合
３）輸出量
４）輸出先国の規制・ニーズに適合した新商品の開発、商品の改良等
５）新たな販路の開拓

※事業実施後、１年後における目標とする。
併せて、今後の目標も記載すること。
・現状の実績と将来の目標が明確に比較できるようにするとともに、目標の達成方法、持続性について等具体的な内容をご記載ください。
　・波及効果について、具体的にご記載ください。
・輸出額・輸出増加割合・輸出量は、別記様式第１号別添３（Excel）へご記載ください。
・その他の成果目標については、この欄に現状値と目標値等を記載してください。
（記載例）
４）輸出先国の規制・ニーズに適合した新商品の開発、商品の改良等
現状値：０件、　目標値（令和８年３月時点）：　件
５）新たな販路の開拓
　現状値：０件、　目標値（令和８年３月時点）：　件


	５.事業成果・効果の検証方法

	・設定した成果目標を受けて、その進捗及び達成度合いを確認及び検証するための
方法を具体的にご記載ください。



※なお、交付等要綱第８第２項にて本事業に参画した食品製造業者等に裨益する効果（所得向上等）を把握し、検証することとしております。
県による検証の際には、以下の情報のご提供をお願いいたします。

＜所得向上効果の把握・検証のために提供いただく情報＞
①決算書上の利益
②役員報酬、従業員給与の推移
③仕入単価、販売単価等の推移

Ⅱ　事業別内訳
	事業内容
	総事業費
	補助金
	事業者負担
	備考

	
	税込み
（A＋B＋C）

	税別
（A）

	税別
（B）

	事業費総額に対する税
（C）
	

	１．生産・流通体系の転換を通じた大規模輸出産地のモデル構築

ア　生産体系の転換

	　　　　円


円
	円


円
	円


円
	円


円
	別添２
に記載してください。

	イ　流通体系の転換

	　　　　円
	円
	円
	円
	

	計
	円
	円
	円
	円
	


注１：備考欄には、別添２（Excel）のフォーマットを使用し、積算根拠等を記載してください。
　２：補助金は税別となります。
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